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新 しく開発されたペネム系経口抗生剤ritipenem acoxi1を 呼吸器感染症患者10名,う ち急性気管支

炎1例,慢 性気管支炎4例,気 管支拡張症+感 染1例,肺 化膿症1例,肺 炎3例 に投与 し,そ の臨床効

果,細 菌学的効果,安 全性について検討 した。臨床効果は,著 効6例,有 効1例,無 効1例,判 定不能

2例 であった。細菌学的効果は,起 炎菌が推定された症例は3例 で,そ の検出菌はいずれも消失 した。

副作用は,軽 度の下痢が1例 に認められ,臨 床検査値異常変動は,S-GOT,S-GPTの 軽度上昇が1

例に認められた。
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Ritipenemacoxil(RIPM-AC)は 新 しく開発 された

新規のエステル型経口ペネム系抗生剤で,内 服後腸管か

ら吸収され腸管壁エステラーゼによって抗菌活性本体に

加水分解されるプロ ドラッグである。

本剤はグラム陽性菌,陰 性菌に広範囲の抗菌スペ ク ト

ルを有し,特 にブ ドウ球菌,肺 炎球菌を中心 とするグラ

ム陽性菌ならびに嫌気性菌に対 し優れた抗菌力を示 して

いる1)。

今回,我 々は呼吸器感染症患者にRIPM-ACを 投与

する機会を得たので報告する。

対象症例 は,平 成3年7月 か ら平成5年10月 の間に

当科および熊本労災病院内科を受診 した外来5名(男 性

2名,女 性3名),入 院5名(男 性2名,女 性3名)の

呼吸器感染症患者で,自 由意志による本試験参加の同意

が得られた10名 を対象 とした。年齢分布 は28歳 ～80

歳で平均年齢は60.0歳 であ った。疾患の内訳 は急性気

管支炎1例,慢 性気管支炎4例,気 管支拡張症+感 染1

例,肺 化膿症1例,肺 炎3例 でいずれも軽症か ら中等症

であった。薬剤 は100,150ま たは200mg錠 を用い,投

与方法は1回150～400mgを1日3回5～14日 間経

口投与 した。

効果判定は自他覚所見の改善度をみた臨床効果と,起

炎菌の明 らかな症例では細菌の消失の有無をみた細菌学

的効果の二面か ら実施 した。副作用の有無は,自 他覚所

見により判定 し,本 剤投与前後に血液像,肝 機能,腎 機

能などの臨床検査を行 った。

RIPM-AC投 与 による試験成績概要(Table1)お よ

び臨床検査値の変動(Table2)を 示 した。

臨床効果は,感 染症状が不明瞭 と考えられた慢性気管

支炎1例(症 例No.3),お よび投与期間中に肺胞洗浄お

よび経気管支的肺生検 を実施 し臨床効果判定が困難 に

なった慢性気管支炎1例(症 例No.4),計2例 を除 く8

例で検討 した。結果は,急 性気管支炎1例 は著効で あ

り,慢 性気管支炎の2例 は著効1例,有 効1例,気 管支

拡張症の1例 は無効,肺 化膿症1例 は著効であ った。肺

炎3例 はいずれも著効であった。

細菌学的効果については,起 炎菌が推定できたのは3

例で,そ の検出菌であるStreptococcus pneumoniae2

株Staphylococcus aureus1株 はいずれ も消失 した。

RIPM-AC投 与 によると考え られ る自他覚的な副作

用は軽度の下痢が1例 に認め られたが,無 処置で本剤の

継続投与は可能であ り,試 験終了後消失 した。臨床検査

値異常変動は,S-GOT,S-GPTが それぞれ投与前19,

9か ら投薬9日 後38,40,投 薬13日 後35,41と 上昇 し

た症例が1例 認め られ,主 治医より本剤 との関連 は多分

関係ありと判定された。

以上,呼 吸器感染症10例 にRIPM-ACを 投与 し臨床

効果,細 菌学的効果および安全性の評価を行 った。その

有効率は88%(7/8)と 優れた成績であ り,細 菌学的効

果は,今 回推定 された起炎菌3株 はすべて消失 し,本 剤

のグラム陽性菌に対す る優れた抗菌力を反映 したものと

考え られた。また,副 作用,臨 床検査値異常変動それぞ

れ1例 が認められたが,い ずれ も軽微であ り,特 に問題

はないと考えられた。

以上の結果 より,RIPM-ACは 軽症～中等症の呼吸

器感染に対 して有用な薬剤であると考え られた。
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Table 1. Clinical results of ritipenem acoxil

*

Sputum:P;purulent PM; purulent and mucoid M; mucoid (Volume);+;<10ml++;10～50ml+++;>50ml

Table 2. Laboratory findings before and after treatment with ritipenem acoxil

B: before A: after
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The clinical and bacteriological efficacy and safety of ritipenem acoxil, a new oral penem
antibiotic, were evaluated in 10 patients with respiratory tract infections : one with acute bronchitis,
four with chronic bronchitis, one with bronchiectasis, one with lung abscess, and three with

pneumonia. The efficacy was excellent in six patients, good in one, absent in one,and impossible to
judge in two. Causative bacteria were isolated in three cases and they all disappeared after the
treatment. There was a side effect of slight diarrhea in one case. Another case showed slight
increases in S-OT and S-PT on the clinical laboratory tests.


